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遠隔講義における Active Learning 支援ツールの開発と Sakai への統合 







In distance education, students in a remote classroom tend not to sustain their motivation, mainly because of 
a lack of intensity due to non-physical presence of a  lecturer. To address this issue, Web based tools were 
developed with Sakai CLE. On the teacher’s PC, this system can display not only the student’s name but also 
the student’s attributes – id, future career, interest, club, faculty, and entrance time. Then, the teacher by name 
can call o n the appropriate student whose attribute is rela ted to the topics of th e lecture. This system will 
promote active learning style lectures and end up with achieving better learning in universities. 
 
















ると 2005 年度～2010 年度におけるインターネット
等を用いた遠隔教育実施割合の増加は大学において
約 2.5 倍となっており，IT 戦略本部の政策は達成さ
れたと考えられる．結果として平成 22 年度の大学に


























し Active Learning の試行の第一歩を踏み出した[8]． 
また，IT を活用した教育の推進の一環として本学
ではオープンソースの授業支援システムを開発して
いる Sakai コミュニティに 2005 年に加入し，遠隔講
義における教育品質の向上だけでなく，教室におけ
る授業についても授業改善に取り組んできた．その









本報告では，遠隔講義における Active Learning を
実現するために開発した出席者情報提示システムに




2. Active Learning の試み 


















際に，あらかじめ配布された IC タグカードを IC タ


































ューチップ ID は読取った時間とともに HTTP でサ
ーバに 1 分間間隔でアップロードされる． 
 
図 1 ハンディ型リーダによる IC タグ読み取り 図 2 クライアントシステム 
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(2) サーバシステム 









































とができ効果的な Active Learning を実現できた． 
 
2.3. 課題と対応 












































図 4 一コマあたりの利用回数 
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(3) Sakai CLE 
本研究センターにて研究・開発が行われているオ















として Linux，データベースとして MySQL を選択し
た理由は，すでに Sakai CLE を稼働させていた環境



















専用リーダが FeliCa 学生証の ID 情報を読み取り，
その ID をサーバに HTTP 送信し，サーバではその



















HOSEI_table テーブルと SAKAI_PERSON_T テーブ
ルおよび SAKAI_USER テーブルを関連付ける必要
があり Sakai CLE の SAKAI_USER_ID_MAP を使う．
それぞれの変数の対応は図 5 に示す通りであり，結
果 と し て HOSEI_table テ ー ブ ル と






ユーザインターフェース Web Web 
Web サーバ Apache Tomcat 
開発言語 PHP Java 
データベース MySQL MySQL 
OS Linux Linux 
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システム構成を図 6 に示す． 
具体的には Sakai CLE が稼働しているサーバに




システムにて必要となるテーブルは Sakai CLE と同
一データベース内に追加した． 
出席者情報提示システムは PHP で開発されてお







ラメータを基準としてデータベースを query する． 
(3) view.js 
本システムで利用する javascript 関数を提供する． 
(4) style.css 
本システムで利用する css を提供する． 
図 5 出席者情報提示システムと Sakai CLE のテーブル統合 
図 6 Sakai CLE と連携したシステム構成図 
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シリアル番号 AID int(10) unsigned 
ユーザ USER_ID varchar(128) 
リーダ DEVICE_ID varchar(16) 
読取時間 LOGIN_TIME int(10) unsigned 
 
3.3. 実証実験 
実証実験はデザイン工学研究科修士 1 年生 16 名
が出席する「コンピュータサイエンス論」にて 2011





































































図 7 教員 PC における表示例 
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